
１２月３日に秋の興陽フェスタが行われました。昨年度は、新型コロナウィルス感染症対策の観点から、農産物の販

売のみの開催でしたが、今年度は、新型コロナウィルス感染症対策を徹底した上で、６系列の特色を出した従来の

「興陽フェスタ」の形として行われました。メインの農産物の販売では、いのち系列が栽培したハクサイ・キャベツ・

ダイコンなどの冬野菜や興陽ブランドの米、花系列が栽培したパンジーやビオラ、葉ボタンなどの花壇苗、鉢物の

シクラメンが並べられました。他の系列も様々な販売やイベントを実施しました。また、手作り味噌や６次産業化プ

ロジェクトとして全系列がタッグを組んで開発したピクルスも並べられ、寒さを忘れるほど、活気溢れた販売会と

なりました。春の苗販売会もお楽しみに♪ 
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まもなく２０２２年が終了します。みなさんは、サッカーＷ杯カタール大会は見ましたか？日本代表の快進撃に感動

や勇気をもらった人は多かったと思います。私も「やってみないと分からない」、「やればできる」という気持ちを

日本代表から非常に感じました。ちなみに、長友選手が多く口にしていた『ブラボー』という言葉はイタリア語であ

り、賞賛・喝采・歓呼などの叫び声で、「すばらしい！みごと！」という意味を表すそうです。みなさんは、そんな『ブ

ラボー』な１年になりましたか？人それぞれ多様な１年だったと思いますが、冬休みに自分自身を見つめ直して、２

０２３年（卯年）ピョンピョンとスタートダッシュをきりましょう！みなさん、良いお年をお迎えください♪ 🐄→🐇 

 

秋の興陽フェスタ 

１１月１８日に第１０２回開校記念式典が本校体育館にて行われまし

た。新型コロナウィルス感染症対策を徹底した上で、久しぶりに全校

生徒が体育館に集まりました。同窓会会長、ＰＴＡ会長をはじめとする

各役員の方々にご臨席いただきました。また、記念講演では、吉本興

業の群馬県住みます芸人の「アンカンミンカン」の川島大輔さんにお

越しいただき、「継続することの難しさ、素晴らしさ」について、実体験

をもとに生徒に分かりやすく講演していただきました。爆笑ありの中

にも真剣なお話で、生徒の心に刺さった模様でした。 

【秋の興陽フェスタ  実施内容】 

いのちと緑 を育 む系 列：野菜苗販売、米販売 

花と緑で環境を創る系列：草花苗販売、シクラメン販売 

食 を 科 学 す る 系 列：本校製造マドレーヌ販売、興陽味噌販売 

食 と経 済 を考 える系 列：オリジナルクッキー 販売 

福祉と人間を学ぶ系列：ボッチャ体験、福祉啓発イベント 

生活と文化を築 く系列：興陽ピクルス販売、こども広場 

広 報 部：学校説明会、意見発表、福祉研究発表 

今年の漢字は戦に決まったようです！選定理由は、ロシアのウクライナ侵攻により、「戦」争の恐ろしさを

目の当たりにした一年、そして、円安・物価高や感染症など、生活の中で起きている身近な「戦」い、また、サ

ッカーＷ杯や北京冬季五輪の熱「戦」・挑「戦」、といったものが理由として上げられていました。様々な

「戦」がありますが、みなさんは前向きな戦を日々していきましょう！ 
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